
2016年度下半期（2016年10月～2017年3月）における保険金等のお支払件数、お支払非該当件数及び内訳は、以下のとおりです。

◆保険金等のお支払い件数、お支払い非該当件数及び内訳

死亡
保険金

災害
保険金

高度障害

保険金
その他 合計

死亡
給付金

入院
給付金

手術
給付金

障害
給付金

その他 合計

詐欺取消・詐欺無効 4 1 5 5
不法取得目的無効

告知義務違反解除 8 8 86 78 1 15 180 188
重大事由解除

免責事由該当 10 3 13 9 1 1 11 24
支払事由非該当 10 41 51 257 1,424 1 499 2,181 2,232
その他※

お支払い非該当件数合計 18 3 10 41 72 9 348 1,504 2 514 2,377 2,449
お支払い件数 1,060 13 25 2,804 3,902 2,063 17,040 11,761 4 83,899 114,767 118,669

※その他・・・・契約取消など

上記件数につきましては、生命保険協会にて策定した基準に則ってお支払件数、お支払非該当件数を計上しております。

◆半期毎の時系列推移表

お支払い
件数

お支払い
非該当
件数

2008年度 下半期  76,007件  2,888件

2009年度
上半期
下半期

86,100件
102,034件

3,133件
3,084件

2010年度
上半期
下半期

81,906件
92,346件

 3,026件
3,267件

2011年度
上半期
下半期

83,109件
98,332件

 3,082件
 3,099件

2012年度
上半期
下半期

89,184件
105,532件

 2,661件
 2,633件

2013年度
上半期
下半期

94,104件
109,603件

 2,771件
2,418件

2014年度
上半期
下半期

104,264件
108,898件

 2,389件
 2,329件

2015年度
上半期
下半期

98,490件
124,233件

 2,229件
2,338件

2016年度
上半期
下半期

103,646件
118,669件 

2,044件
2,449件

＜保険金等お支払状況について（2016年度下半期分）＞

保険金 給付金
合計

〇2016年度下半期

2017年6月30日
マニュライフ生命保険株式会社



◆＜項目のご説明＞

詐欺取消・詐欺無効

不法取得目的無効

保険契約の締結または復活に際して、保険契約者または被保険者に詐欺の行為があったときは、保険契約を無効とし
、すでに払い込んだ保険料は払い戻しません。該当の保険契約がある場合は、死亡保険金や入院給付金などの支払
事由に応じた件数を記載しております。

保険契約者が保険金・給付金を不法に取得する目的または他人に保険金・給付金を不法に取得させる目的をもって保
険契約を締結、または復活したときは、保険契約を無効とし、すでに払い込んだ保険料は払い戻しません。該当の保険
契約がある場合は、死亡保険金や入院給付金などの支払事由に応じた件数を記載しております。

重大事由解除

会社は、つぎのいずれかに定める事由が生じた場合には、この保険契約を将来に向かって解除することができます。
１） 
保険契約者、被保険者または保険金･給付金の受取人が保険金・給付金を詐取する目的または他人に保険金・給付金
を詐取させる目的で事故招致をした場合。
２） 保険金･給付金の請求に関し、保険金･給付金受取人に詐欺行為があった場合。
３） この保険契約に付加されている特約が重大事由によって解除された場合。
４） その他この保険契約を継続することを期待しえない上記に掲げる事由と同等の事由がある場合。
保険契約が上記に掲げた重大事由によって解除された場合、保険金･給付金のお支払事由が生じていても、保険金・給
付金をお支払することはできません。該当の保険契約がある場合は、死亡保険金や入院給付金などの支払事由に応じ
た件数を記載しております。

生命保険の約款では、保険金・給付金ごとにお支払できない事由を定めており、ご請求いただいた内容がこの事由に該
当する場合は保険金･給付金のお支払対象となりません。以下代表的な免責事由該当の事例を列挙します。
１）死亡保険金の場合
・責任開始日（または復活日）の属する日からその日を含めて３年以内の自殺によるとき
・保険契約者または死亡保険金受取人の故意によるとき
２）入院・手術給付金の場合
・保険契約者または被保険者の故意または重大な過失によるとき
・被保険者が法令に定める酒気帯び運転またはこれに相当する運転をしている間に生じた事故によるとき
該当の保険契約がある場合は、死亡保険金や入院給付金などの支払事由に応じた件数を記載しております。

免責事由該当

支払事由非該当

解　　　　説

保険契約者または被保険者が、故意または重大な過失によって告知の際に事実を告げなかったか、または事実でない
ことを告げた場合には、会社は、将来に向かって保険契約を解除することができます。保険契約が解除された場合、保
険金･給付金の支払事由が生じていても、保険金・給付金をお支払することはできません。該当の保険契約がある場合
は、死亡保険金や入院給付金などの支払事由に応じた件数を記載しております。

生命保険の約款では、保険金・給付金ごとにお支払する事由を定めており、ご請求いただいた内容がこの事由に該当し
ない場合は保険金・給付金のお支払対象となりません。以下代表的な支払事由非該当の事例を列挙します。
例１）障害の請求にあたり、約款所定の障害状態に該当しないとき
例２）入院・手術の請求に際あたり、約款所定の手術倍率表の手術種類に該当しないとき。
該当の保険契約がある場合は、死亡保険金や入院給付金などの支払事由に応じた件数を記載しております。

告知義務違反解除

区　　　分


